
【全年次】 

進路だより 
 

「就職活動」「インターンシップ」「校外講座」「集中講座」「セミナー」 

夏季休業期間中に延べ１５名が取り組みました。 
 

（１）就職活動 

 学校斡旋による就職活動に取り組む生徒は、ハローワークが発行した求人票をもとに

７～８月に職場訪問を行います。９月 16日より選考が始まりますが、その後も求人を

続ける企業は多数あるので、卒業の見込みが立っている生徒の皆さんは「アルバイトで

いい」などと諦めずにぜひチャレンジしましょう。 

 

（２）インターンシップ 

 ８か所の事業所に９名がインターンシップに参加しました。参加した皆さんは製造

業、建設業、農業、介護、サービス業、障害者就労支援、県行政職などの就業体験をし

ました。 

 右の写真はイベント業の体験先のものです。バレエ発表会の会場設営、リハーサル・

本番での舞台進行の補助を体験させていただきました。 

1日目に倉庫から車両に積み込み、２日目に会場設営およびリハーサル、３日目に本

番および撤収作業とのことです。他の生徒の体験も含めて、詳しい内容は学習成果発表

会で発表が行われる予定です。 

 

（３）校外講座 

 校外講座を活用することで他の高等学校や専門学校などで開催される講座を受けるこ

とができます。今回受講した生徒は横須賀法律行政専門学校「働くってどういうこと―

アルバイトや働く上の基礎的なルールを学ぶ」を学びました。 
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（４）集中講座 

 本校では集中講座「環境防災フィールドワーク」があり、履修した３名の生徒が参加

しました。学校周辺の防災に係るフィールドワークだけでなく、治水施設見学として埼

玉県にある「首都圏外郭放水路」にも訪問しました。 

 

（５）セミナー 

 横浜メンタルサービスネットワークが主催する「高校生のためのサマーセミナー」に

参加した生徒もいます。社会人になるにあたって必要とされる「コミュニケーションス

キル」を身に付けることを主な目的とした講座です。 

 

授業以外の取り組みは卒業後の進路を考えるうえで大切です。 
「アルバイトになかなか受からない」「自分の考えを他人にうまく伝えられない」「気

持ちのコントロールが苦手」など、様々な困りごとに直面している人がいるかもしれま

せん。 

「これをやれば必ず改善される！」という「特効薬」のようなものは絶対にありませ

ん。様々な経験を通じて、「自分の得意なこと」を一つでも多く見つけ出し、それを伸

ばすことによって自分の進むべき道が少しずつ見えてくるものです。 

今年の夏に参加できなかった生徒の皆さんはぜひ、来年の夏には参加をしましょう。

また、夜間定時制ですので、昼間の時間帯であればインターンシップに参加することは

授業が行われている期間でも場合によっては可能です。必要に応じて担任や進路担当に

相談をしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ふりがな」つきは裏面
り め ん
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